『ありがとう』と言われるしごと
 私は今年の九月で七十四歳になりました。

 今から十八年ほど前、機械工として働いていた五十六歳の時に機械修理中の事故で右手の指を失いました。

 失った右手の代わりとなる自助具を作るために、慣れない左手でペンを持ち、自分のアイデアを図面化して義肢装具士のいる工場に持ち込みました。

いくつもの工場を回りましたが結局作ってくれるところはどこもなく、辛く、惨めな想いをしたことはいまでも忘れません。
 自分に合わせた自助具・補助具の製作を求めて、何軒もの工場に断られる………　　　そんな惨めさを味わうのは自分だけで十分だと思いました。
だから、私は困って来られた人の相談にのりその人に合う自助具を作り続けてきました。
 困りはてたあげくに私を頼って遠方から訪ねてくる人やかつての自分と同じ思いを抱えている人を追い返すなんてことはとてもできませんでした。一人ひとりからお話を伺いその人にぴったり合う自助具を一生懸命に知恵を絞り、試行錯誤を繰り返し作ります。

 体のどこかに不自由があっても、ほんのちょっとの工夫でそれを乗り越えられれば幸せになれるし、お世話をしている周りの人たちも幸せにすることができます。たったひとつのシンプルな自助具で、ご本人だけではなく、周りの人たちの苦しみや辛さも吹き飛ばすことができるのです。
そして自分にぴったりの自助具を手に入れた方々の笑顔と『ありがとう』という言葉が、私のエネルギー源となり、心底『よかったネ』と思えます。
 いままで私は「ものづくり」を一生懸命にやってきました。今後は「ものづくり」だけではなく、私が持っている自助具・補助具についての知識、技能、経験を自助具の開発、製造、販売を志す方々に伝えていきます。
　
　今回、ご縁があり岡崎市在住のＫ２Ｔエデュケーション、金岡様に出会いました。

金岡様には私の思いに賛同を得ていただき、自助具をはじめとする福祉用具の普及のために、お互いの得意分野で連携をしていくことになりました。
　金岡様には「福祉用具」についての専門知識を付与していただき、その後「福祉工房あいち」では実際の自助具を見て、触って、体験していただきます。なぜこのような構造・形になっているのかと言った、開発の根拠・手順も学んでいただきます。単なる知識に終わらず、ひとりひとりのご要望にあった福祉用具の開発や提案に携わることが、障碍を持った方が残存能力を活かした日常生活を送るノーマライゼーション実現の支援になることと考えています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福祉工房あいち
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